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(57)【要約】
【課題】　本考案に係る毛髪着色装置は、外出前などに
おいて毛髪が白くなっていることに気が付いた場合に、
頭部の生え際の白髪部分を黒く着色した後、簡便な構成
により、頭部の生え際に一様に黒く着色された着色部分
を自然に見えるようすることが可能な毛髪着色装置の提
供を目的とする。
【解決手段】　本考案に係る毛髪着色装置は、毛髪に当
接して着色剤を塗布する塗布着色部材と、前記塗布着色
部材を操作する操作部と、前記毛髪に塗布された前記着
色剤に当接して前記着色剤の一部を吸収し、且つ前記着
色剤を前記毛髪に拡散させる着色剤吸収拡散部材と、前
記操作部と前記着色剤吸収拡散部材をそれぞれ接合する
接合部材とを有することを特徴とする。
【選択図】　図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪に当接して着色剤を塗布する塗布着色部材と、
　前記塗布着色部材を操作する操作部と、
　前記毛髪に塗布された前記着色剤に当接して前記着色剤の一部を吸収し、且つ前記着色
剤を前記毛髪に拡散させる着色剤吸収拡散部材と、
　前記操作部と前記着色剤吸収拡散部材をそれぞれ接合する接合部材とを有することを特
徴とする毛髪着色装置。
【請求項２】
　前記塗布着色部材を着脱可能に覆う塗布着色部保護部材と、
　前記着色剤吸収拡散部材を着脱可能に覆う着色剤吸収拡散部保護部材とを更に有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の毛髪着色装置。
【請求項３】
　前記着色剤吸収拡散部材は、発泡部材から形成されることを特徴とする請求項１に記載
の毛髪着色装置。
【請求項４】
　毛髪に当接して着色剤を塗布する塗布着色部材と、
　前記塗布着色部材を操作する操作部と、
　前記毛髪に塗布された前記着色剤に当接して前記着色剤を前記毛髪に拡散させる着色剤
拡散部材と、
　前記操作部と前記着色剤拡散部材をそれぞれ接合する接合部材とを有することを特徴と
する毛髪着色装置。
【請求項５】
　前記塗布着色部材を着脱可能に覆う塗布着色部保護部材と、
　前記着色剤拡散部材を着脱可能に覆う着色剤拡散部保護部材とを更に有することを特徴
とする請求項４に記載の毛髪着色装置。
【請求項６】
　前記着色剤拡散部材は、ブラシ材から形成されることを特徴とする請求項４に記載の毛
髪着色装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、頭部の毛髪に着色剤を塗布することにより、毛髪を例えば黒く着色する毛髪
着色装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、毛髪等に塗布液を塗布する構成例として、塗布液を任意に選択した毛髪１本だけ
に塗ることが可能な様に、塗布具本体の先端部に設けた塗布体を髪の毛１本だけを挟むこ
とができる大きさにして、毛髪１本だけを挟んだまま髪の毛の繊維方向に移動させること
により、塗布液を毛髪に塗布できる塗布具がある（例えば、特許文献１参照。)。
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－１８６５１５号
【０００４】
　また、毛髪等に適量の液体等を塗布できる構成例として、ブラシ部への内容液の吐出量
を容易にかつ正確に調節できるようにした、ブラシ付の塗布容器がある（例えば、特許文
献２参照。)。
【０００５】
【特許文献２】特開平１０－１５５５４９号
【０００６】
　さらに、毛髪に着色剤を塗布するものとして、円柱形状部から形成された所謂口紅タイ
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プの着色剤や、容器に収容されたワックス状の着色剤をスポンジで擦り取って使用するタ
イプの着色剤が、市販されている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、前述の構成では、外出前などにおいて毛髪が白くなっていることに気が
付いた場合に使用できるように携帯容易ではあっても、頭部の生え際の白髪部分を着色剤
により例えば黒く着色する構成に重点が置かれ、頭部の生え際に一様に黒く着色された着
色部分が不自然に見える問題があった。
【０００８】
　このため、前述の構成では、着色剤を塗布した頭部の生え際が自然に見える様に、後で
廃棄するティシュペーパ等で着色剤の一部を吸収することにより、頭部の生え際の白髪部
分に塗布された着色剤をぼかす必要があった。
【０００９】
　そこで、本考案は前述の技術的な課題に鑑み、外出前などにおいて毛髪が白くなってい
ることに気が付いた場合に、頭部の生え際の白髪部分を黒く着色した後、簡便な構成によ
り、頭部の生え際に一様に黒く着色された着色部分を自然に見えるようすることが可能な
毛髪着色装置の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前述の課題を解決すべく、本考案に係る毛髪着色装置は、毛髪に当接して着色剤を塗布
する塗布着色部材と、前記塗布着色部材を操作する操作部と、前記毛髪に塗布された前記
着色剤に当接して前記着色剤の一部を吸収し、且つ前記着色剤を前記毛髪に拡散させる着
色剤吸収拡散部材と、前記操作部と前記着色剤吸収拡散部材をそれぞれ接合する接合部材
とを有することを特徴とする。
【考案の効果】
【００１１】
　本考案に係る毛髪着色装置によれば、外出前などにおいて毛髪が例えば白くなっている
ことに気が付いた場合に、頭部の生え際の白髪部分を黒く着色した後、簡便な手段により
、頭部の生え際の着色部分を目視した他人に、頭部の生え際に着色剤が塗布されているこ
とを気づかれ難くすることができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本考案の毛髪着色装置に係る好適な実施形態について、図面を参照しながら説明
する。なお、本考案の毛髪着色装置は、以下の記述に限定されるものではなく、本考案の
要旨を逸脱しない範囲において、適宜変更可能である。
【００１３】
［第１の実施形態］
　本実施形態では、毛髪着色装置１０の使用者が、頭部の生え際の白髪部分に塗布着色部
材１を当接させて黒く着色した後、頭部の生え際の着色部分にぼかしスポンジ部材６を当
接させて着色剤の一部を吸収させ、且つ拡散させることにより、頭部の生え際に一様に黒
く着色された着色部分に濃淡を付けてぼかす。このような動作により、頭部の生え際が自
然に見えるようにする。
【００１４】
　まず、本実施形態の毛髪着色装置１０の構成について、図１及び図２を参照しながら説
明する。
【００１５】
　なお、図１は、毛髪着色装置１０を示す斜視図であり、さらに図１（ａ）は塗布着色部
材１から塗布着色用キャップ部材７を取り外し、且つぼかしスポンジ部材６からぼかしス
ポンジ用キャップ部材８を取り外した状態における斜視図、同様に図１（ｂ）は塗布着色
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部材１に塗布着色用キャップ部材７を装着し、且つぼかしスポンジ部材６にぼかしスポン
ジ用キャップ部材８を装着した状態における斜視図である。また、図２は、毛髪着色装置
１０を示す断面図であり、さらに図２（ａ）は毛髪着色装置１０の全ての構成部材を示す
断面図であり、同様に図２（ｂ）は毛髪着色装置１０の主要な構成部材を示す断面図であ
り、同様に図２（ｃ）は毛髪着色装置１０を構成する塗布着色部材１が一定量使用された
後の状態を示す断面図である。
【００１６】
　毛髪着色装置１０は、例えば黒色で長さ１００ｍｍ及び直径１５ｍｍの円柱形状部から
形成される。この様な毛髪着色装置１０は、塗布着色部材１、塗布着色部付勢部材２、付
勢部駆動部材３、塗布着色部突出部材４、接合部材５、ぼかしスポンジ部材６、塗布着色
用キャップ部材７、及びぼかしスポンジ用キャップ部材８から構成される。なお、操作部
は、塗布着色部付勢部材２、付勢部駆動部材３、及び塗布着色部突出部材４から構成され
る。以下、毛髪着色装置１０を構成する各構成部材について、具体的に説明する。
【００１７】
　塗布着色部材１は、頭部の生え際の白髪に当接して白髪を例えば黒く着色する着色剤か
ら形成された部材である。この様な塗布着色部材１は、例えばヒマシ油、ミツロウ、パラ
フィン、パルミチン酸セチル、セタノール、セレシン、脂肪酸、スクワラン、トフェロー
ル、酸化鉄、及びタルクの材質から成り、例えば円錐形状部と円柱形状部とを一体に成す
ように形成される。なお、塗布着色部材１の円柱形状部の一端部６Ａが、後述する塗布着
色部付勢部材２に固着される。
【００１８】
　塗布着色部付勢部材２は、塗布着色部材１を付勢する部材である。このような塗布着色
部付勢部材２は、例えばプラスチックから成り、円盤形状部から形成される。また、塗布
着色部付勢部材２の一端部は、塗布着色部材１を形成する円柱形状部の一端部１Ａに固着
されている。また、塗布着色部付勢部材２の外周部には図示せぬ突起が設けられ、後述す
る塗布着色部突出部材４の塗布着色部外周支持部４Ａの内周面に設けられた図示せぬ溝に
係合する。なお、塗布着色部付勢部材２の動作については、後述する塗布着色部突出部材
４に係る説明において述べる。
【００１９】
　付勢部駆動部材３は、回転しながら塗布着色部付勢部材２を駆動する部材である。この
ような付勢部駆動部材３は、例えば硬質プラスチックから成り、円柱形状部から形成され
る。また、付勢部駆動部材３の当接部３Ａは、塗布着色部付勢部材２を形成する円柱形状
部の他端部に当接している。また、付勢部駆動部材３の外周部には螺旋状の螺旋溝３Ｂが
形成され、後述する塗布着色部突出部材４に設けられた突起部４Ｄに係合する。なお、付
勢部駆動部材３の動作については、後述する塗布着色部突出部材４に係る説明において述
べる。
【００２０】
　塗布着色部突出部材４は、使用により減少する塗布着色部材１の先端を突出させるため
の部材である。このような塗布着色部突出部材４は、例えばアルミニウムから成り、例え
ば金型により一体成型される。また、塗布着色部突出部材４は、塗布着色部外周支持部４
Ａ、回転操作部４Ｂ、回転支持部４Ｃ、及び突起部４Ｄから構成される。塗布着色部外周
支持部４Ａは、塗布着色部材１の外周を保護した状態で支持するために円筒形状部から形
成される。なお、円筒形状部の内周面の高さ方向に沿って、塗布着色部付勢部材２の外周
部に設けられた図示せぬ突起に係合する、図示せぬ直線状の溝が設けられている。また、
回転支持部４Ｃは、後述する接合部材５から離脱しないように塗布着色部突出部材４を支
持する円筒形状から成る突起部であり、接合部材５の内周溝５Ａに対して回転可能に当接
する。また、突起部４Ｄは、付勢部駆動部材３の外周部に形成された螺旋状の螺旋溝３Ｂ
に係合する。
【００２１】
　また、塗布着色部突出部材４を構成する回転操作部４Ｂは、塗布着色部突出部材４の外
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周部の一部に設けられ、後述する塗布着色用キャップ部材７の一端部７Ａが挿入される。
また、塗布着色用キャップ部材７を取り外した状態で、回転操作部４Ｂを指で掴んで所定
の方向に回転させると、塗布着色部突出部材４に設けられた突起部４Ｄが付勢部駆動部材
３の外周部に形成された螺旋状の螺旋溝３Ｂに係合した状態で付勢することにより、付勢
部駆動部材３が回転しながら塗布着色部材１側に移動する。ここで、付勢部駆動部材３に
圧接された塗布着色部付勢部材２は、塗布着色部付勢部材２の外周部に設けられた図示せ
ぬ突起部が、塗布着色部突出部材４の塗布着色部外周支持部４Ａの内周面に設けられた図
示せぬ溝に係合することにより、回転しないで塗布着色部材１側に移動する。したがって
、図２（ｃ）に示すように、回転操作部４Ｂを所定の方向に回転させることにより、使用
により減少する塗布着色部材１の先端を突出させることができる。
【００２２】
　接合部材５は、付勢部駆動部材３を接合部材５の内部に収容し、塗布着色部突出部材４
と内周溝５Ａで係合し、且つぼかしスポンジ部材６を挿入固定部５Ｃで接合する部材であ
る。このような接合部材５は、例えば硬質プラスチックから成り、例えば金型により一体
成型される。また、接合部材５は、前述した、内周溝５Ａ、ぼかしスポンジ用キャップ挿
入部５Ｂ、及び挿入固定部５Ｃ等から構成され、一端部が開口した円筒形状部の他端部に
円柱形状部が付加されるように一体に形成される。
【００２３】
　ぼかしスポンジ部材６は、着色剤吸収拡散部材であり、具体的には塗布着色部材１によ
り着色された頭部の生え際の着色部分に当接して、一様に黒色等に着色された着色剤の一
部を吸収し、且つ着色剤を拡散させることにより頭部の生え際に一様に黒く着色された着
色部分に濃淡を付けてぼかし、頭部の生え際が自然に見えるようにするための部材である
。この様なぼかしスポンジ部材６は、例えばウレタンフォームのような発泡部材から形成
される。また、ぼかしスポンジ部材６は、例えば円錐形状部と円柱形状部とを一体に成す
ように形成される。なお、ぼかしスポンジ部材６の円柱形状部の一端部６Ａに接合部材５
の挿入固定部５Ｃが圧入されることにより、ぼかしスポンジ部材６が接合部材５に固定さ
れる。
【００２４】
　塗布着色用キャップ部材７は、塗布着色部保護部材であり、具体的には塗布着色部材１
を覆い保護する保護部材である。この様な塗布着色用キャップ部材７は、例えば黒色に塗
装されたアルミニウムから成り、一端部が開口した円筒形状部から形成される。なお、塗
布着色用キャップ部材７は、例えば金型により成型される。また、塗布着色用キャップ部
材７の開口している側の一端部７Ａは、塗布着色部突出部材４の回転操作部４Ｂに挿入さ
れて保持される。
【００２５】
　ぼかしスポンジ用キャップ部材８は、着色剤吸収拡散部保護部材であり、具体的にはぼ
かしスポンジ部材６を覆い保護する保護部材である。この様なぼかしスポンジ用キャップ
部材８は、例えば黒色に塗装されたアルミニウムから成り、一端部が開口した円筒形状部
から形成される。なお、ぼかしスポンジ用キャップ部材８は、例えば金型により成型され
る。また、ぼかしスポンジ用キャップ部材８の開口している側の一端部８Ａは、接合部材
５のぼかしスポンジ用キャップ挿入部５Ｂに挿入されて保持される。
【００２６】
　次に、本実施形態の毛髪着色装置１０の使用について、図３を参照しながら説明する。
【００２７】
　なお、図３は、毛髪着色装置１０の使用を示す模式図であり、さらに図３（ａ）は使用
者が頭部の生え際の白髪部分に塗布着色部材１を当接させて着色している状態を示す模式
図、同様に図３（ｂ）は使用者の頭部の生え際が不自然に着色されている状態を示す模式
図、同様に図３（ｃ）は使用者が頭部の生え際の着色部分にぼかしスポンジ部材６を当接
させて生え際が自然に見えるようにしている状態を示す模式図である。
【００２８】
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　毛髪着色装置１０の使用者が、毛髪着色装置１０から塗布着色用キャップ部材７を取り
外し、図３（ａ）に示すように、頭部３０の先端の黒髪部３３を避けて、頭部３０の生え
際部３１の白髪部３２に対して、塗布着色部材１を当接させることにより、白髪部３２を
黒く着色する。しかし、上記の状態では、図３（ｂ）に示すように、使用者の頭部３０の
生え際の着色部３４が不自然に着色されていることから、他人が頭部３０の生え際の着色
部３４を目視するだけで、頭部３０の生え際に着色剤が塗布されていることが明瞭に分か
ってしまう。
【００２９】
　そこで、毛髪着色装置１０の使用者が、毛髪着色装置１０に塗布着色用キャップ部材７
を取り付けた後、ぼかしスポンジ用キャップ部材８を取り外し、図３（ｃ）に示すように
、頭部３０の生え際の着色部３４に対してぼかしスポンジ部材６を当接させて、着色剤の
一部を吸収し、且つ拡散させることにより、頭部３０の生え際に一様に黒く着色された着
色部３４に濃淡を付ける。このような動作により、頭部３０の生え際が着色ぼかし部３５
の様に自然に見えるようになる。なお、この状態で、他人が頭部３０の生え際の着色ぼか
し部３５を目視しても、頭部３０の生え際に着色剤が塗布されていることは判別し難い。
【００３０】
　以上、第１の実施形態に係る毛髪着色装置１０によれば、外出前などにおいて毛髪が白
くなっていることに気が付いた場合、頭部の生え際の白髪部分に毛髪着色装置１０の塗布
着色部材１を当接させて黒色等に着色した後、不自然に着色されている頭部の生え際の着
色部分にぼかしスポンジ部材６を当接させ、着色剤の一部を吸収する簡便な構成により、
頭部の生え際が自然に見えるようにできる。したがって、着色剤を塗布した頭部の生え際
が自然に見える様に、廃棄等の手間がかかるティシュペーパ等で着色剤の一部を吸収させ
て、頭部の生え際が自然に見えるように着色剤をぼかす必要が無い。
【００３１】
［第２の実施形態］
　次に、本考案の第２の実施形態に係る毛髪着色装置２０について説明する。なお、第２
の実施形態においては、第１の実施形態で用いたぼかしスポンジ部材６に換えて、ぼかし
ブラシ部材１１を用いることに特徴を有し、それ以外の毛髪着色装置２０に係る構成は、
基本的に第１の実施形態で述べた毛髪着色装置１０の構成と同様である。このため、第２
の実施形態においては、図４及び図５を参照しながら、第１の実施形態と異なる構成を中
心にして具体的に説明する。
【００３２】
　なお、図４は、毛髪着色装置２０を示す斜視図であり、さらに図４（ａ）は塗布着色部
材１から塗布着色用キャップ部材７を取り外し、且つぼかしブラシ部材１１からぼかしブ
ラシ用キャップ部材８を取り外した状態における斜視図、同様に図４（ｂ）は塗布着色部
材１に塗布着色用キャップ部材７を装着し、且つぼかしブラシ部材１１にぼかしブラシ用
キャップ部材８を装着した状態における斜視図である。また、図５は、毛髪着色装置２０
を示す断面図である。
【００３３】
　この様な毛髪着色装置２０は、第１の実施形態に係る毛髪着色装置１０と同様に、例え
ば黒色で長さ１００ｍｍ及び直径１５ｍｍの円柱形状部から形成される。また、毛髪着色
装置２０は、第１の実施形態と同様の構成部材である塗布着色部材１、塗布着色部付勢部
材２、付勢部駆動部材３、塗布着色部突出部材４、接合部材５、塗布着色用キャップ部材
７、及びぼかしスポンジ用キャップ部材８に加えて、第２の実施形態に特有の構成部材で
あるぼかしブラシ部材１１から構成されている。以下、第２の実施形態に特有の構成部材
であるぼかしブラシ部材１１について、具体的に説明する。
【００３４】
　ぼかしブラシ部材１１は、着色剤拡散部材であり、具体的には塗布着色部材１により着
色された頭部の生え際の着色部分に当接することにより、一様に塗布された着色剤を拡散
させることで着色剤に濃淡を付けてぼかし、頭部の生え際が自然に見えるようにする。こ
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の様なぼかしブラシ部材１１は、例えばナイロン等の材質から成り、例えば直径０．２ｍ
ｍの毛から形成される。また、ぼかしブラシ部材１１は、所定の本数の毛が密になるよう
に構成される。なお、ぼかしブラシ部材１１の一端が、接合部材５に接合される。具体的
には、例えば、所定の温度に加熱した接合部材５の一端を成す面側に、ぼかしブラシ部材
１１の一端を一定の深さまで挿入した後に冷却することで植毛される。
【００３５】
　なお、本実施形態の毛髪着色装置２０の使用については、図３を参照しながら前述した
、第１の実施形態に係る毛髪着色装置１０の使用と基本的に同様であることから、説明を
省略する。
【００３６】
　以上、第２の実施形態に係る毛髪着色装置２０によれば、外出前などにおいて毛髪が白
くなっていることに気が付いた場合、頭部の生え際の白髪部分に毛髪着色装置１０の塗布
着色部材１を当接させて黒色等に着色した後、不自然に着色されている頭部の生え際の着
色部分にぼかしブラシ部材１１を当接させ、着色剤を拡散させて着色剤に濃淡を付ける簡
便な構成により、頭部の生え際が自然に見えるようにできる。したがって、着色剤を塗布
した頭部の生え際が自然に見える様に、廃棄等の手間がかかるティシュペーパ等で着色剤
の一部を吸収させて、頭部の生え際が自然に見えるように着色剤をぼかす必要が無い。
【００３７】
　なお、上述の第１及び第２の実施形態においては、毛髪着色装置を、例えば白髪を黒く
着色する装置として説明した。しかし、上述の構成に限定することはなく、毛髪着色装置
を、例えば黒髪を任意の色に着色又は染色する装置として構成しても良い。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本考案の第１の実施形態に係る毛髪着色装置を示す斜視図であり、（ａ）は塗布
着色部材から塗布着色用キャップ部材を取り外し、且つぼかしスポンジ部材からぼかしス
ポンジ用キャップ部材を取り外した状態における斜視図、（ｂ）は塗布着色部材に塗布着
色用キャップ部材を装着し、且つぼかしスポンジ部材にぼかしスポンジ用キャップ部材を
装着した状態における斜視図である。
【図２】本考案の第１の実施形態に係る毛髪着色装置を示す断面図であり、（ａ）は毛髪
着色装置の全ての構成部材を示す断面図であり、（ｂ）は毛髪着色装置の主要な構成部材
を示す断面図であり、（ｃ）は毛髪着色装置を構成する塗布着色部材が一定量使用された
後の状態を示す断面図である。
【図３】本考案の第１の実施形態に係る毛髪着色装置の使用を示す模式図であり、（ａ）
は使用者が頭部の生え際の白髪部分に塗布着色部材を当接させて着色している状態を示す
模式図、（ｂ）は使用者の頭部の生え際が不自然に着色されている状態を示す模式図、（
ｃ）は使用者が頭部の生え際の着色部分にぼかしスポンジ部材を当接させて生え際が自然
に見えるようにしている状態を示す模式図である。
【図４】本考案の第２の実施形態に係る毛髪着色装置を示す斜視図であり、（ａ）は塗布
着色部材から塗布着色用キャップ部材を取り外し、且つぼかしブラシ部材からぼかしブラ
シ用キャップ部材を取り外した状態における斜視図、（ｂ）は塗布着色部材に塗布着色用
キャップ部材を装着し、且つぼかしブラシ部材にぼかしブラシ用キャップ部材を装着した
状態における斜視図である。
【図５】本考案の第２の実施形態に係る毛髪着色装置を示す断面図である。
【符号の説明】
【００３９】
１　塗布着色部材
１Ａ　一端部
２　塗布着色部付勢部材
３　付勢部駆動部材
３Ａ　当接部
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３Ｂ　螺旋溝
４　塗布着色部突出部材
４Ａ　塗布着色部外周支持部
４Ｂ　回転操作部
４Ｃ　回転支持部
４Ｄ　突起部
５　接合部材
５Ａ　内周溝
５Ｂ　ぼかしスポンジ用キャップ挿入部
５Ｃ　挿入固定部
６　ぼかしスポンジ部材
６Ａ　一端部
７　塗布着色用キャップ部材
７Ａ　一端部
８　ぼかしスポンジ用キャップ部材
８Ａ　一端部
１０　毛髪着色装置
１１　ぼかしブラシ部材
２０　毛髪着色装置
３０　頭部
３１　生え際部
３２　白髪部
３３　黒髪部
３４　着色部
３５　着色ぼかし部
【図１】
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【図４】
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